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【眼科の新しい検査法】 
網膜疾患 『SLO』
共焦点レーザー眼底観察機器(F-10)の有用性について教えてください
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眼底カメラと共焦点レーザー眼底観察機器

Ⅲ網膜疾患 あたらしい眼科２７（臨増）：８９～91,2010

眼底所見の記録には，古くから眼底カメラが用いられ

ている．眼底カメラは白色光を一度に眼底に照射してい

るため，ある程度の瞳孔径が必要で光の経路に混濁があ

ると画像が劣化するさらに記録のためには一時的に

大量の光を要する．一方，共焦点走査型ダイオードレー

ザー検眼鏡，Ｆ-10(Nidek社，日本)など走査レーザー

検眼鏡(scaIminglaserophthalmoscope：SLO）の原理'）

を用いた機器は，径の小さいレーザー光を眼底に照射し

て高速に移動させそれぞれの反射光を再構築し全体像を

得ている．この際，レーザー光は瞳孔面で収束するため

小瞳孔でも観察が可能であり，眼内への入射部位を自由

にコントロールすることができる．また，白色光と比べ

散乱の影響が少なく，小さな領域に十分な光量を照射す

ることができる．眼底を検査するために必要な光量は少

なくフラッシュも不要である検出器の前には点光源と

共役な関係にある反射をとらえるとともに焦点外からの

反射や散乱光を遮る共焦点絞りが設置されており，これ

Ｑ４Ｉ難点ﾚーザー眼底観察機器(川の有用性に
ついて教えてください
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を用いることで高コントラスト画像を得ることができ

る．このほか絞りには，共焦点絞りの中央に遮閉板を設

置した輪状絞り（ダークフィールドモード）と遮閉板を

ずらして設置した側方絞り（レトロモード）があり，実

際の観察には目的に応じてレーザーと絞りを選択する．

1．目的に応じて，レーザーの波長と絞りを選択する．

画像では，焦点，絞りの径によって画像が変
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2．共焦点

化する

モードでは，網膜内変化の影をとらえること

が強調される．

の蛍光眼底造影検査を，同時に，動画で記録

3．レトロ

で所見

２種類の4．

できる．

混濁を避けて眼内に光を入射させることが重要であ

る．
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共焦点画像の撮影法と実際5．

共焦点絞りは径が大きくなるほどより多くの情報が検

出器に入るため，動きのある硝子体や隆起性変化をとら

える場合には有利であるが，焦点合わせの際や鮮明な画

像をとらえるには径の小さい絞りを選ぶ．レーザー光の

波長は，青(490,ｍ)，緑(532,ｍ)，赤(660,ｍ)，赤

外(790,ｍ)の４種類ある．網膜上膜や神経線維層欠損

など網膜表面などの観察(図１，２a）には表面反射をとら

満』ｆ-
制

蕊琴"､臆

8９

馨

図１緑内障

共焦点絞りと短波長のレーザーで観察すると網膜神経線維

層欠損が明らか．
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